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1 こおろぎや すずむしは、おすだけが 鳴きます。めすを 呼ぶ ために 鳴くのです。

こおろぎで 鳴くのは どちら?

アおすと めす 両 方 イおす ウめす エ 子ども こたえ 

2 かたつむりは、雨の 日や 湿った 日に 元気に 動きます。かんそうが にがてです。

かたつむりが 元気なのは どんな 日?

アよく 晴れた 日 イ 雨の 日 ウ雪の 日 エ 風の 強い 日 こたえ 

3 昆 虫の 多くは、卵→幼 虫→さなぎ→成 虫と 姿を かえます。これを かんぜんへんたいと

いいます。

卵→幼 虫→さなぎ→成 虫の 育ち方を 何と 言う?

アかんぜんへんたい イふかんぜんへんたい ウ 脱皮 エふ化だけ こたえ 

4 ありは、仲間と であうと しょっかくを 付け合って、においで あいずを 伝えます。

ありは 何で あいずを 伝える?

ア 色 イ 大きな 声 ウ 光 エにおい こたえ 

5 アサガオの 花は 朝 早く 咲きます。そして 昼に なる ころには、もう しぼんで しまいま

す。

アサガオの 花が 咲くのは いつ?

ア 夕方 イ 朝 早く ウよなか エ 昼すぎ こたえ 

6 かぶとむしの おすには 大きな つのが あり、めすには つのが ありません。

かぶとむしの つのが あるのは?

アおすと めす 両 方 イめす ウ 子ども エおす こたえ 
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7 かいこは くわの 葉を 食べて 育ち、糸を はいて まゆを 作ります。その糸から きぬが で

きます。

かいこの 糸から できる ものは?

ア毛糸 イきぬ ウもめん エ 紙 こたえ 

8 月は 自分では 光りません。太陽の 光を はね返して 明るく 見えて います。

月が 明るく 見える わけは?

ア 星が 集まるから イ 太陽の 光を はね返すから ウ火が 燃えるから エ 自分で 光るから

こたえ 

9 タコは 敵に 襲われると、黒い すみを はいて、そのすきに 逃げます。

タコは 敵に 襲われると 何を はく?

ア火 イあわ ウ 水だけ エすみ こたえ 

10 キリンは 首が とても 長く、高い 木の 上の 葉を 食べる ことが できます。

キリンが 高い 葉を 食べられる わけは?

ア 足が 速いから イ 目が よいから ウ耳が 大きいから エ首が 長いから こたえ 

11 たんぽぽの 花は、日が くれると 閉じて、朝に なると また 開きます。

たんぽぽの 花は 夜 どう なる?

ア 閉じる イ 飛んで 行く ウ 色が 変わる エ 大きく 開く こたえ 

12 ミツバチは 花のみつを 見つけると、すに 戻って ダンスを おどり、仲間に 花の 場所を 

知らせます。

ミツバチは 何で 仲間に 知らせる?

ア 手紙 イダンス ウ 鳴き声 エにおい こたえ 
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13 亀は こうらが 固く、敵に 襲われると 手足と 頭を こうらの 中に ひっこめます。

亀は 敵から どう 身を 守る?

ア 色を かえる イすみを はく ウこうらに 体を 入れる エ 空を 飛ぶ こたえ 

14 あさがおは、つるを 棒や 棒切れに まきつけながら、上へ 上へと 伸びて いきます。

あさがおは どうやって 上へ 伸びる?

ア 羽で 飛んで イ 実を ころがして ウ 根で 歩いて エつるを まきつけて こたえ 

15 すずめや つばめは、ひなの ときは おやから えさを もらって そだちます。

すずめの ひなは えさを どう する?

ア 土から 吸う イおやから もらう ウ 自分で 取る エ 食べない こたえ 

16 クモは 昆 虫では ありません。足が 八本 あり、昆 虫の 六本より 多いのです。

クモの 足は 何本?

ア 四本 イ 十 本 ウ八本 エ 六本 こたえ 

17 虹は、雨が やんだ 後、空気中の 水の 粒に 太陽の 光が 当たって できます。

虹が できる のに 必要な ものは?

ア 雲と 音 イ 土と 石 ウ雪と 風 エ 太陽の 光と 水の 粒 こたえ 

18 昆 虫の 体は、頭・胸・腹の 三つの 部分に 分かれて います。

昆 虫の 体は いくつの 部分に 分かれる?

ア 五つ イ 二つ ウ 四つ エ 三つ こたえ 
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19 こおろぎは 気おんが 高いと 鳴く 速さが 速く なり、寒いと ゆっくりに なります。

こおろぎの 鳴きかたが 速く なるのは?

ア 暖かい とき イ 雨の とき ウ 夜だけ エ寒い とき こたえ 

20 こうもりは 昼間は くらい ところで さかさまに ぶらさがって 眠り、夜に 活どうします。

こうもりが 活どうするのは いつ?

ア 昼 イ 夜 ウ 朝 エ 夕がた こたえ 
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こたえ　しょう3 こくご「説明文を 読む」 その2

1  イ おす

2  イ 雨の 日

3  ア かんぜんへんたい

4  エ におい

5  イ 朝 早く

6  エ おす

7  イ きぬ

8  イ 太陽の 光を はね返すから

9  エ すみ

10  エ 首が 長いから

11  ア 閉じる

12  イ ダンス

13  ウ こうらに 体を 入れる

14  エ つるを まきつけて

15  イ おやから もらう

16  ウ 八本

17  エ 太陽の 光と 水の 粒

18  エ 三つ

19  ア 暖かい とき

20  イ 夜


